
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工場やビル建物における省エネ推進の一手法として、「ＥＭＳ（エネルギー管理システム）」の活用と「見える化」、そし

てその結果に基づく「省エネ型行動への変容（≒運用改善による省エネ）」が挙げられます。その前提として「定量的なデ

ータの把握」と「適切な分析」が不可欠であることは自明ですが、斯様な「総論」に対する「各論」、即ち実際にこれを現

場で継続的に実践しようするには様々なハードルがあります。最近では部分的にＥＭＳを拡張させた「ＩｏＴ」あるいは

「ＡＩ」技術の活用とこれらが相俟って、省エネの世界で様々な話題となっておりますが、その実は未知数です。 

そこで本講座では「省エネデータ分析」とその事例を切り口に、前述したような話題への具体的（「現場的」「現実的」

ともいってよい）課題に、様々な視点から解説を加えます。省エネの進捗をどう評価するか（省エネ法「ＳＡＢＣ評価制

度」も念頭に）、計測を進める過程で考えるべき省エネの着眼点、ＩｏＴ型エネルギーマネジメントを睨んだ技術的課題な

ど、従来のエネルギー管理からの脱却方法を探っている皆様に、中立的な視点から「気づき」をご提供致します。 

 
 
 
 
 
 

 
 

・データ分析で「原単位の“分母”」を見直せるのか？その手法と課題は何か？ 

  ・電力（量）だけじゃない！計測とその対象選定に係る「省エネ的」な着眼点 

・データ分析で進めるエネルギー消費設備の「安定稼働」と「効率稼働」実例 

   ・「ＩｏＴ」「ＡＩ」時代のエネルギー管理を考える上で最低限知っておきたいこと 

    ・ＩｏＴによるエネルギー管理の採用と、企業の「大・中・小」には関係がない？ など 

 
 

１．申込方法                 下記の参加申込書に記入後、Eメールまたはファックスにてお申し込み下さい。  

２．受講料（消費税込）       一般  10,000円            賛助会員  8,000円 
ｴﾈﾙｷﾞｰ使用合理化専門員・診断ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ・ﾋﾞﾙ省ｴﾈ診断技術者・ 
CEMSAR 登録審査員・家庭/ビルのｴｷｽﾊﾟｰﾄ        8,000円 

※「先端技術で切り拓く省エネの新たな姿」をお申込みの方・・10,000円→ 8,000円 / 8,000円→ 6,000円 で受講可能です。 
⇒ https://www.eccj.or.jp/education/tech/pdf/kan/180215_sentan.pdf 

３．支払い方法               請求書がお手元に到着次第、指定口座にお振込み下さい 

（振込手数料はご負担下さい。お支払い期日は原則として開催日の前日までです。） 

キャンセルは実施（前日起算）7日前までです。 

それ以降のキャンセルについては理由の如何を問わず受講料はご請求させて頂きます。 

４．申込み／問合せ先        一般財団法人省エネルギーセンター 省エネ講座担当  E-mail：teceduc@eccj.or.jp  
〒108-0023 東京都港区芝浦2-11-5 五十嵐ビルディング TEL:03-5439-9774  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(住所：江東区有明) 

■最寄り駅：りんかい線「国際展示場」、ゆりかもめ「国際展示場正門」下車。受講生には別途地図を郵送致します。 

●開催日：平成３０年２月１５日（木） 15:00～17:00 

●会  場：東京ビッグサイト 会議棟７階 

定員：先着６０名 

主催   [ENEX2018 特別企画講座] 
 

【ENEX2018特別料金】 

▼ FAX 送信 ：03-5439-9776 または Email:teceduc@eccj.or.jp ▼ 

２/１５「省エネデータ分析」          受 講 申 込 書           申込日：平成30 年   月   日 

■会社名・事業所名 ※該当の□にチェックを入れ下さい。また、登録番号の記入をお願いします 

□ 賛助会員   □ ｴﾈﾙｷ゙ ｰ使用合理化専門員 
□ 診断ﾌ゚ ﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ   □ ﾋ ﾙ゙省ｴﾈ診断技術者 
□ CEMSAR登録審査員  □ 家庭ｴｷｽﾊ゚ ｰﾄ  □ ﾋ゙ ﾙｴｷｽﾊﾟー ﾄ 

(会員・登録№             ) 

□ 一 般 

センター使用欄 

■所在地 〒    －     ■お支払予定日：平成   年   月   日 

■申込責任者名（所属部署名・役職） ※請求書、受講票送付先 

■電話 ■Fax ■E-mail 

受付 
番号 

フリガナ 所属部署 受講料 

円 受講者氏名 

電話 E-mail 

 
 

省エネデータ分析事例から考える 

“次世代型”継続的改善への課題 

申 込 要 領 

《カリキュラム（主な話題）》 
講師：（一財）省エネルギーセンター 

専門職 鈴木 伸隆 


